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うとしている（2000年のDynamic
Brain Forum（California）および
Pacific Rim Dynamical Systems
Conference等で口頭発表されてお
り、学術誌では、「Cantor Coding in
the Hippocampus」Japan J. Indust.














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































方式 キュビット 利点 問題点 現状
イオントラップ 真空中で電磁場により デコヒーレンス時間が長い 多キュビット化が困難 4キュビットでの
固定されたイオンの重 真空中で動作 エンタングル確認
心振動モード
NMR 溶液中の有機分子の 常温で動作可能 多キュビット化が困難（分子 7キュビットでShorの
（核磁気共鳴） 原子核スピン（１個の 多数の分子（量子コンピュー 設計が必要） アルゴリズム実現
分子が１個の量子コン タ）を同時測定可能 キュビットが増えると測定結
ピュータ） NMR装置で実現可能 果の解析が難しい
結晶や原子細線の原子 多キュビット化が比較的容易 測定結果の解析が難しい 素子開発中
核スピン デコヒーレンス時間が長い？ 極低温で動作
素子の作成が困難
量子ドット 量子ドットに閉じ込め 多キュビット化が比較的容易 極低温で動作 素子開発中
られた電子のスピン デコヒーレンス時間が長い？ 素子の作成が困難
超伝導素子 超伝導体に発生する 多キュビット化が比較的容易 極低温で動作 ２キュビットでの
磁束、クーパー対 デコヒーレンス時間が長い エンタングル確認



























































３）y＝x a mod N （a=0，1，2，…q－1）をすべてのaに対して量子並列計算で計算する。























































































































年 採択件数 総額（＄） 金額/件 期間
1995 23 4,930,629 214,375 1～4年
1996 20 5,851,012 292,551 2～4年
1997 23 5,923,848 257,559 0.8～4年
1998 25 6,504,615 260,185 2～4年
1999 22 4,808,112 218,551 2.8～4年
2000（注） 6 1,361,800 226,967 3年
総　　計 119 29,380,016 246,891 0.8～4年
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The Physics of Quantum Infor-






























































































































05）L. M. K. Vandersypen他 Nature



































































































































































































































































































































































































































































































































































































01）N B T C ホ ー ム ペ ー ジ 、
http://www.nbtc.cornell.edu/
02）V. Braach-Maksvytis and B. Raguse,
"APEC Nanotechnology Position
Paper, Nanobiosystem", A Back-
ground Document for the APEC




























































13）C. Dekker, “The small is great”,
Antoni van Leeuwenhoek教授就任












と工業、第 54 巻、第 12 号
（2001）1363.
災害シミュレーション技術の動向































































































































































災害種別 現象 主なインプットデータ 主なアウトプットデータ




土砂災害 土石流 降雨量、地形・地質、植生等河道流量、流速、掃 流出土砂量、流速堆積厚、到達距離
流力
地滑り 降雨量、地形・地質・植生等、間隙水圧 滑り形状、崩落土砂量到達距離





地　　震 強震動 震源、規模、地質、地盤構造 加速度分布、震度分布、液状化発生分布
津　　波 越波 陸域地形、波高、継続時間、越波量 浸水深、到達距離、流体力









































































































































































































































































































5強 6弱 6強 Ａ Ｂ 無し
千代田区 837,243 11.64 34.1 65.9 0.0 27.3 20.5 43.2
江東区 476,981 39.2 0.0 37.5 62.5 65.1 33.9 0.0
大田区 706,786 59.46 0.0 70.0 30.0 78.6 0.0 21.4
杉並区 413,387 34.02 59.9 40.1 0.0 0.0 0.0 100
区部全体 11,222,592 616.35 26.6 59.1 14.3 46.4 6.6 45.7
都内全体 14,404,325 1,776.25 30.0 31.1 5.1 16.8 2.4 80.4
ライフライン支障率（％）
区名 建物全壊率（％）
上水道 都市ガス 電力 電話
消失面積km2 死者数 重軽傷者 帰宅困難者
千代田区 3.3 33 66 16 4 0.00 114 8,868 603,930
江東区 4.4 62 100 15 33 2.63 227 9,689 71,265
大田区 3.1 46 82 27 59 10.76 1,104 11,822 118,967
杉並区 0.8 11 0 29 53 8.69 478 4,962 53,331
区部全体 2.2 31 32 20 30 74.85 6,717 136,825 3,348,023



















































































































































Science and Technology Policy）
と、連邦政府のITイニシアチブ






































































































（出典）AAAS Report XXVII: Research and
Development FY 2003
米国科学技術政策の最新動向　―2002年　AAAS年次コロキウム速報―































すが、NN I 事務局の NE S T
（ Nanoscale Science, Engineering
and Technology）分科会5）が発表
し た“ National Nanotechnology
Investment in the FY 2003 Bud-





















































































































































02）"Federal Research and Develop-
ment for Counter Terrorism:
Organization, Funding, and
Options", November 26, 2001,










04）"Statement of The Honorable
John H. Marburger, III, Direc-
tor, OSTP", December 5, 2001,
House Committee On Science
05）NSTCの下に設置
06）"Speech of Dr. John Marburger;
Science Based Science Policy",
February 15, 2002, Boston,
Massachusetts
07）"University Research in the
News", 02-04 February 8, 2002,






































































































































































































一般会計 18,376 18,513 0.7％
科学技術振興費 11,124 11,774 5.8％
その他 7,252 6,739 －7.1％
特別会計 16,309 16,874 3.5％




































































文部科学省 22,644 64％ 2.4％
経済産業省 5,972 17％ 6.4％
防　衛　庁 1,435 4％ －3.7％
厚生労働省 1,281 4％ 3.4％
農林水産省 1,224 3％ －0.1％





独立行政法人 競争的資金 計 相対比率 増減率 増減率
（参考） （参考） （参考） （主目的） （主目的） （計）
ライフサイエンス 1,663 254 635 1,815 4,366 11％ 8％ 4％
情報通信 1,155 677 292 332 2,456 8％ －1％ －2％
環境 507 6,647 267 222 7,643 3％ 33％ 6％
ナノテク・材料 115 384 286 447 1,232 1％ 58％ 13％
エネルギー 6,841 42 59 92 7,033 45％ 2％ 2％
製造 26 376 21 170 594 0.2％ －43％ －1％
社会基盤 2,005 240 558 45 2,848 13％ －4％ －2％






















































平成 平成 増減率13年度 14年度
計 3,265 3,446 5.5％
うち科学研究費 1,580 1,703 7.8％
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